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１ 補正予算の要旨 

 今回の補正予算は、主に次に掲げる事業等について、それぞれ所要の措置を講じる

ものです。また、精算可能な各種不用額予算についても併せて減額の措置を講じてい

ます。 

①災害復旧費（9/18 台風 14 号関連の工事費） 

②新型コロナウイルスワクチン接種経費の追加（3回目接種分） 

③奥伊勢フォレストピアへのキャンプ場整備事業（不足予算の追加） 

④宮川観光振興公社経営安定補助金 

 

 

２ 補正予算の規模                 （単位：千円、％）                      

※水道事業会計は、収益的支出と資本的支出の合計を計上しています。 

※補正がない会計（補正総額がゼロを除く）は、「－」で表記しています。  

会計名称 
予算現計 

Ａ 

補正額 

Ｂ 

補正後累計 

Ｃ 

増減率 

Ｂ/Ａ 

一般会計 7,686,238 116,404 7,802,642 1.5 

特別 

会計 

国民健康保険事業 

特別会計 
1,187,677 870 1,188,547 0.1 

介護保険事業 

特別会計 
1,707,131 - 1,707,131 - 

生活排水処理事業 

特別会計 
305,017 3,490 308,507 1.1 

後期高齢者医療事業 

特別会計 
322,519 14,867 337,386 4.6 

小計 3,522,344 19,227 3,541,571 0.5 

企業 

会計 
水道事業会計 937,906 - 937,906 - 

合計 12,146,488 135,631 12,282,119 1.1 
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３ 会計別の主な内容 

 一般会計                                    

■歳入 

（１）分担金及び負担金                     ５３８千円 

    歳出側において増額補正する農地農業用施設修繕、林業用施設災害復旧工事

に伴う受益者分担金をそれぞれ 250 千円、450 千円と増額する一方で、事業が

完了した農地農業用施設改修工事に伴う受益者分担金 162 千円を減額し、合わ

せて 538 千円を増額補正します。 

（２）国庫支出金                     ６７，８８４千円 

3 回目のワクチン接種の財源として新型コロナウイルスワクチン接種対策国

庫負担金 12,028 千円、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金

2,247 千円、災害復旧工事の財源として公共土木施設災害復旧費国庫負担金

42,021 千円、林業用施設災害復旧費国庫補助金 4,500 千円、交付金の追加交付

があった道路メンテナンス事業補助金 8,523 千円などを増額する一方で、交付

決定に付け合わせるため高校生の地域留学推進のための高校魅力化支援事業

補助金 2,530 千円などを減額し、合わせて 67,884 千円を増額補正します。 

（３）県支出金                      △４，３９１千円 

    負担金額が確定したことにより後期高齢者医療保険基盤安定負担金3,179千

円、事務の精算に伴う三重県知事選挙委託金 1,344 千円、事業の精算に伴う木

造住宅耐震補強工事費補助金 450 千円などを減額する一方で、医療費給付の増

加に伴う財源として心身障がい者医療費補助金 311 千円、子ども医療費補助金

356 千円などを増額し、合わせて 4,391 千円を減額補正します。 

（４）財産収入                        △５０３千円 

    コロナ禍の影響により毎年実施するアサヒレジャー㈱による植栽事業の中

止に伴いカーボンオフセットクレジット売払収入 503 千円を減額補正します。 

（５）繰入金                          ６６７千円 

    令和 2 年度療養給付費精算に伴う後期高齢者医療事業特別会計繰入金

19,105 千円、交付金が追加された橋梁耐震修繕の地方負担の増額と事業精算に

伴う減額を差引し合併振興基金 5,200 千円、宮川観光振興公社経営安定補助金

の財源である地場産業振興基金 5,500 千円を増額する一方で、財源調整として

財政調整基金繰入金 27,547 千円、森林経営管理事業の減に併せて森林環境譲

与税基金繰入金 1,591 千円を減額し、合わせて 667 千円を増額補正します。 

    なお、補正後の財政調整基金繰入金は 79,523 千円となり、財政調整基金積

立金 82,127 千円との差引結果は、実質 2,604 千円の積立となります。 

（６）諸収入                          ９０９千円 

    交付決定があった消防団員安全装備品整備事業助成金 475 千円、令和 2年度

児童手当への国庫精算金 305 千円、同じく県費精算金 57 千円など、合わせて

909 千円を増額補正します。 
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（７）町債                        ５１，３００千円 

    各種事業の財源とするため過疎対策事業債 17,700 千円、緊急自然災害防止

対策事業債 10,100 千円、現年発生補助災害復旧事業債 24,500 千円を増額する

一方で、事業の精算などに伴い辺地対策事業債 500 千円、一般単独災害復旧事

業債 500 千円を減額し、合わせて 51,300 千円を増額補正します。 

 

 

■歳出 

（１）総務費【目：企画費】                △１，９９２千円 

    財源となる国庫補助金の交付決定に付け合わせるため、昴学園魅力化支援事

業経費 705 千円、自然環境リテラシー学による環境学習委託料 1,990 千円を減

額する一方で、伊勢鉄道(株)への沿線市町の協調支援として第三セクター伊勢

鉄道(株)支援負担金 538 千円を増額するなど、合わせて 1,992 千円を減額補正

します。 

（２）民生費【目：社会福祉医療費】             ３，８９７千円 

    医療費助成の支給見込みの増加に伴い、心身障がい者医療費助成金 1,096 千

円、６５歳以上重度障がい者医療費助成金 368 千円、こども医療費助成金 2,433

千円、合わせて 3,897 千円を増額補正します。 

（３）民生費【目：後期高齢者医療費】           △４，２３８千円 

    負担金確定に伴い、後期高齢者医療特別会計繰出金（保険基盤安定）4,238

千円を減額補正します。 

（４）民生費【目：児童措置費】               １，３６２千円 

    児童手当の特例給付に関する制度改正、現況届の原則廃止に関する制度改正  

に伴う電算システム改修業務委託料 1,296 千円など、合わせて 1,362 千円を増

額補正します。 

（５）衛生費【目：予防費】                １３，２９６千円 

    1 市 3 町で取り組む集団接種に要する経費として分担金 272 千円と町内での

個別接種に要する経費（主として 3 回目の接種費用）として委託料 12,028 千

円の増額のほか、ＰＣＲ検査費用助成に係る遡及適用者へのＰＣＲ検査費用助

成金 120 千円を増額するなど、合わせて 13,296 千円を増額補正します。 

（６）農林水産業費【目：林道費】              ７，６４５千円 

    9 月の台風 14 号で被災した林道総門線が災害復旧事業の未採択となりまし

たが、総門山や北総門展望台へのアクセス林道であり、観光的要素の強い林道

であるため、林道事業として現状復旧を行います。そのため、林道総門線測量

設計業務委託料 747 千円を林業用施設災害復旧事業費から組替えを行うとと

もに、林道総門線災害防止対策工事 8,000 千円などを増額する一方で、事業の

精算として林道薗線路肩改修工事 1,156 千円を減額し、合わせて 7,645 千円を

増額補正します。 

（７）農林水産業費【目：山村振興推進費】         １９，８０８千円 

    奥伊勢フォレストピアの温泉施設の故障などに伴う修繕費 1,962 千円、旧も
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みじ館を賃借相手に引き渡すための整理として旧もみじ館不用品撤去等業務

委託料 1,045 千円、奥伊勢フォレストピアのキャンプ場整備事業で追加費用が

発生したことによりキャンプ場炊事場整備工事 6,701 千円、キャンプサイト管

理棟トイレ改修工事 4,100 千円、コロナ禍における集客数の減少による経営不

振への支援として宮川観光振興公社経営安定補助金 6,000 千円、合わせて

19,808 千円を増額補正します。 

（８）商工費【目：商工振興費】              △５，１３１千円 

    コロナ禍の影響で不用となったまつり補助金 2,000 千円、夏祭り補助金 800

千円を減額するほか、事業の精算としてプレミアム付商品券発行事業費補助金

1,125 千円など、合わせて 5,131 千円を減額補正します。 

（９）土木費【目：土木総務費】               ５，４３０千円 

    大台町と度会町に架橋する田口大橋の耐震補強事業に係る令和 3 年度分の

負担金 5,430 千円を増額補正します。 

（10）土木費【目：道路維持費】               ２，２５９千円 

   道路維持に係る修繕費用の不足から修繕費 2,300 千円、安全対策費が増嵩し

たため町道神瀬空出線排水改良工事 434 千円を増額する一方で、事業の精算と

して町道学校東線排水改良工事 86 千円、町道新大杉谷線側溝蓋設置工事 389

千円を減額し、合わせて 2,259 千円を増額補正します。 

（11）土木費【目：道路新設改良費】            △４，５７６千円 

    町道月ノ浦線の精算（工事費以外）として、不動産鑑定業務委託料 725 千円、

用地購入費 2,111 千円など、合わせて 4,576 千円を減額補正します。 

（12）土木費【目：橋梁新設改良費】            １６，４８６千円 

   財源である道路メンテナンス事業補助金の追加交付があったことから、実施

年度を前倒するため、橋梁耐震修繕設計業務委託料（2橋分）6,100 千円、樋口

橋他橋梁修繕工事（2橋分）10,300 千円を増額するなど、合わせて 16,486 千円

を増額補正します。 

（13）土木費【目：急傾斜地対策費】             ６，０００千円 

   薗地内で急傾斜地崩落対策を実施するため、薗地内急傾斜地崩壊対策測量設

計業務委託料 6,000 千円を増額補正します。 

   なお、本事業の実施にあたり「項：河川費」のなかに、「目：急傾斜地崩落対

策費」を新設します。※同級他団体及び県の予算科目に準じるため 

（14）消防費【目：常備消防費】              △９，４７２千円 

    コロナ禍の影響に伴う不用予算の発生に伴い紀勢地区広域消防組合の前年

度繰越金が多額となったことから、今年度の負担金と調整を行ったため、紀勢

地区広域消防組合負担金 9,472 千円を減額補正します。 

（15）消防費【目：消防施設費】              △５，２５２千円 

    事業の精算として消防活動用備品 4,856 千円、消防団軽積載車 396 千円、合

わせて 5,252 千円を減額補正します。 

（16）消防費【目：防災費】                 ４，２５０千円 

    老朽化に伴う個別受信機の不具合が増加していることへの対応として、戸別
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受信機設置等業務委託料 400 千円、防災用備品 3,850 千円、合わせて 4,250 千

円を増額補正します。 

（17）教育費【項：中学校費、目：学校管理費】       △１，７７３千円 

    事業の精算として中学校特別教室エアコン整備工事 1,000 千円、宮川中学校

屋内運動場吊り天井改修工事 800 千円を減額するなど、合わせて 1,773 千円を

減額補正します。 

（18）災害復旧費【目：公共土木施設災害復旧費】      ６３，０８０千円 

    9 月の台風 14 号の災害復旧費として町道島谷線道路災害復旧工事 38,000 千

円、持山谷川災害復旧工事 25,000 千円など、合わせて 63,080 千円を増額補正

します。 

（19）災害復旧費【目：林業用施設災害復旧費】        ８，２９３千円 

    9 月の台風 14 号の災害復旧費として林道芦谷線災害復旧工事 9,000 千円な

どを増額する一方で、災害復旧事業で未採択となった林道総門線を林道費へ組

み替えるため、林業用施設災害復旧測量設計業務委託料 747 千円を減額し、合

わせて 8,293 千円を増額補正します。 

（20）その他（人件費）                  △４，８５５千円 

    11 月 1 日に発令した人事異動を反映させるため、総務費（目：一般管理費）、

衛生費（目：環境衛生費）、農林水産業費（目：林業費）、教育費（目：保健体

育総務費）で所要額を増額及び減額補正を行っています。 

また、9月以降の職員の育児休暇や扶養状況の異動、随時改定に伴う共済負担

金の変更などに係る人件費（職員給料、職員手当等、共済費）について、会計

全般的に所要額を増額及び減額補正します。 

    この他、時間外勤務手当については、業務量の増加など現時点で不足が見込

まれる予算科目に対し会計全体で 2,210 千円を増額する一方で、事務の精算と

して総務費（目：三重県知事選挙費）で 651 千円を減額し、合わせて 1,559 千

円を増額補正します。 

    以上のことから、給料 1,192 千円の減額、職員手当 623 千円の増額（会計年

度任用職員分を除くと 753 円の増額）、共済費 988 千円の増額（会計年度任用

職員分を除くと 1,157 千円の増額）となり、人件費総額では 419 千円の増額

（会計年度任用職員分を除くと 718 千円の増額）となります。     

 

 

 国民健康保険事業特別会計                                    

■歳入 

（１）繰入金                          ８７０千円 

保険税還付金の財源調整として国民健康保険財政調整基金繰入金870千円を

増額補正します。 
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■歳出 

（１）諸支出金【目：一般保険者保険税還付金】          ８７０千円 

遡って高額還付の事案が発生したことなどにより保険税還付金870千円を増

額補正します。 

 

 

 生活排水処理事業特別会計                                    

■歳入 

（１）分担金及び負担金                     ７１２千円 

    浄化槽設置に係る受益者負担である浄化槽整備事業分担金 712 千円を増額

補正します。 

（２）町債                         ２，２００千円 

    浄化槽設置の財源として下水道事業債 1,200 千円、過疎対策事業債 1,000 千

円、合わせて 2,200 千円を増額補正します。 

 

■歳出 

（１）施設費【目：公共浄化槽整備推進事業施設費】      ３，３５７千円 

合併処理浄化槽の設置基数が当初予定数を上回る見込みであるため、合併処

理浄化槽設置工事 3,357 千円を増額補正します。 

 

 

 後期高齢者医療事業特別会計                                    

■歳入 

（１）繰入金                       △４，２３８千円 

後期高齢者医療保険基盤安定負担金額のうち一般会計が負担すべき額が確

定したため、保険基盤安定繰入金 4,238 千円を減額補正します。 

（２）諸収入                       １９，１０５千円 

令和２年度療養給付費の精算で後期高齢者医療広域連合からの返還金が発

生したため、雑入 19,105 千円を増額補正します。 

 

■歳出 

（２）後期高齢者医療広域連合費【目：後期高齢者医療広域連合費】 

△４，２３８千円 

後期高齢者医療保険基盤安定負担金の額の確定に伴い保険基盤安定制度納

付金 4,238 千円を減額補正します。 

（３）諸支出金【目：一般会計繰出金】           １９，１０５千円 

令和２年度療養給付費の精算で後期高齢者医療広域連合からの返還金を一 

般会計に返還するため、一般会計繰出金 19,105 千円を増額補正します。 
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主要事業説明書 
（総合計画に位置付ける主要事業のうち補正関係分のみ掲載） 
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総合計画

事業名

担当課 区分

目的

概要
（当初時点）

補正の概要

予算科目

節名称 当初 補正9号 現計

補助金等 310,997 -9,472 301,525

合計 310,997 -9,472 301,525

節名称 当初 補正9号 現計

国庫支出金

県支出金

町債 13,600 13,600 過疎

特目基金

その他

一般財源 297,397 -9,472 287,925

合計 310,997 -9,472 301,525

財源内訳
決算額 備考

安全・安心のまちづくり　5-2　消防

広域的な消防体制整備事業

総務課 継続

・負担金の割合「均等割5％」「人口割22.5％」「基準財政割72.5％」
【紀勢地区広域消防組合の概要】
・在職職員数：89名（2021.2.1現在。※条例定数：92名）
・主な消防車両：広報車4台、消防ポンプ自動車4台、
　水槽付消防ポンプ自動車3台、高規格救急自動車5台、救助工作車1台、
　後方支援車1台、資機材搬送車2台

前年度繰越金の増に伴う、構成市町負担金の減額。
(新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う出動件数の減や、一部研修事業等
が中止となったことによる。）
　全　体　△24,496千円、大台町 △9,472千円、大紀町 △9,484千円
　南伊勢町 △5,540千円

　大台町、大紀町、南伊勢町（旧南島町地区）で構成する一部事務組合（紀勢
地区広域消防組合）に対する構成３町分担金、及び令和3年度に予定する紀勢分
署配備の高規格救急自動車の更新に係る経費の負担金です。

08－01－01 常備消防費
決算額 不用額

（単位：千円）
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総合計画

事業名

担当課 区分

目的

概要
（当初時点）

補正の概要

予算科目

節名称 当初 補正9号 現計

報酬 2,787 2,787

職員手当等 452 452

共済費 476 476

報償費 720 720

旅費 1,371 1,371

需用費 1,306 -705 601

委託料 1,990 -1,990 0

使用料及び賃借料 920 920

補助金等 600 600

備品購入費 0 165 165

合計 10,622 -2,530 8,092

節名称 当初 補正9号 現計

国庫支出金 10,022 -2,530 7,492

県支出金

町債

特目基金

その他

一般財源 600 600

合計 10,622 -2,530 8,092

財源内訳
決算額 備考

産業振興と交流のまちづくり　2-6　関係人口増加

昴学園魅力化支援事業

企画課 継続

令和２年度に採択を受けた「高校生の地域留学推進のための高校魅力化支援事
業」により、事業を実施します。
・魅力化コーディネーターの配置
・三重大学の自然環境リテラシー学による環境学習
・外部講師による各種講座　等

①令和３年度申請において不採択となった経費を減額します。
　昴学園魅力化支援事業経費　　△540千円
　自然環境リテラシー学による環境学習委託料　△1,990千円
②パソコン購入費用165千円を需用費から備品購入費へ組み替えます。
　昴学園魅力化支援事業経費　　△165千円
　昴学園魅力化支援事業備品　　　165千円

人口減少・高齢化が進む本町で、町の活性化のために町内唯一のなくてはなら
ない高校として位置づけ、生徒の定員割れを回避するため、昴学園高校の魅力
化を支援しています。

02－01－06 企画費
決算額 不用額

（単位：千円）（単位：千円）
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総合計画

事業名

担当課 区分

目的

概要
（当初時点）

補正の概要

予算科目

節名称 当初 補正9号 現計

報酬 165 165

職員手当等 55 55

旅費 45 45

需用費 7593 630 8223

役務費 117 117

委託料 40140 40140

補助金等 2748 200 2948

公課費 50 50

0 0 0

0 0 0

合計 50,913 830 0 0 51743 0

節名称 当初 補正9号 0 0 現計

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

町債 1,700 1,700 過疎(ソフト)

特目基金 0 0 0

その他 4,861 4,861 使用料ほか

一般財源 44,352 830 45,182 0

合計 50,913 830 0 0 51,743 0 0

財源内訳
決算額 備考

安全・安心のまちづくり　5-4　地域公共交通

地域公共交通事業

企画課 継続

・町営バスの運行（廃止代替路線、南岸中心路線）
・デマンドタクシーの運行
　（千代・柳原線、長ケ線、上菅・下菅線、滝広線）
・三重交通路線バス大杉線維持事業
・三重交通路線バス大杉線・松阪熊野線の運賃補助事業
　（町内間の利用に限る）

燃料価格の高騰により、町営バス運行に係る燃料代を増額補正します。
・町営バス燃料代　630千円（燃料価格推移 130円/ℓ ⇒ 142円/ℓ）
三重交通路線バスの乗車人数が当初見込みより増加したため、不足見込となる
運賃負担金200千円を増額補正します。
・三重交通路線バス町内運賃負担金　200千円

町営バスとデマンドタクシーの運行および三重交通路線バスの助成を行い、町
民の生活交通を確保します。

02－01－14 公共交通事業費
決算額 不用額

（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）
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総合計画

事業名

担当課 区分

目的

概要
（当初時点）

補正の概要

予算科目

節名称 当初 補正9号 現計

扶助費 18,159 2,433 20,592

合計 18,159 2,433 20,592

節名称 当初 補正9号 現計

国庫支出金

県支出金 7,959 356 8,315

町債 1,700 1,700 過疎(ソフト)

特目基金

その他

一般財源 8,500 2,077 10,577

合計 18,159 2,433 20,592

財源内訳
決算額 備考

いきいき健康・福祉のまちづくり　3-1　児童福祉

こども医療費助成事業

健康ほけん課 継続

　大台町では、13歳から15歳までの子どもに対し、町単独で助成を行っていま
す。
　また、父母のいない子どもやひとり親家庭の親子に対して、子どもが18歳の
年度末を迎えるまでの、保険適用分の医療費を助成します。
　なお、0歳から6歳の未就学児については、県内の医療機関を受診する際の窓
口負担無料制度を実施します。

医療費助成額の増加が見込まれるため財源となる歳入を含め、関係予算の補正
をするものです。
（出）子ども医療費助成金　2,243千円
（入）県：子ども医療費補助金　356千円

　0歳から15歳の年度末を迎えるまでの子どもが、医療機関を受診する際の保
険適用分の医療費を助成することにより、受給者の保健の向上と福祉の増進を
図る事を目的としています。

03－01－06 社会福祉医療費
決算額 不用額

（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）
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総合計画

事業名

担当課 区分

目的

概要
（当初時点）

補正の概要

予算科目

節名称 当初 補正9号 現計

扶助費 38,626 1,464 40,090

合計 38,626 1,464 40,090

節名称 当初 補正9号 現計

国庫支出金

県支出金 13,826 311 14,137

町債 8,700 8,700 過疎(ソフト)

特目基金 0

その他 0

一般財源 16,100 1,153 17,253

合計 38,626 1,464 40,090

財源内訳
決算額 備考

いきいき健康・福祉のまちづくり　3-3　障がい福祉

障がい者医療費助成事業

健康ほけん課 継続

　大台町では、身体障がい者手帳4級の方、知的障がい者と判定された方のう
ち知能指数が36～50の方、療育手帳の障がい程度が中度の方に対し、町単独で
助成を行っています。
　なお、0歳から6歳の未就学児については、県内の医療機関を受診する際の窓
口負担無料制度を実施します。
　また、後期高齢者医療保険制度に加入している方で一定の障がいのある方
は、65歳以上重度障がい者医療費助成事業として、同様の助成を行います。

医療費助成額の増加が見込まれるため財源となる歳入を含め、関係予算の補正
をするものです。
（出）身体障がい者医療、65歳以上重度障がい者医療費助成金　1,464千円
（入）県：心身障がい者医療費補助金　311千円

　一定の障がいのある方が、医療機関を受診する際の保険適用分の医療費を助
成することにより、受給者の保健の向上と福祉の増進を図る事を目的としてい
ます。

03－01－06 社会福祉医療費
決算額 不用額

（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）

 



13 
 

総合計画

事業名

担当課 区分

目的

概要
（当初時点）

補正の概要

予算科目

節名称 当初 補正5号 補正9号 現計

繰出金 121,551 -11,712 578 110,417

合計 121,551 -11,712 578 110,417

節名称 当初 補正5号 補正9号 現計

国庫支出金

県支出金

町債

特目基金

その他

一般財源 121,551 -11,712 578 110,417

合計 121,551 -11,712 578 110,417

財源内訳
決算額 備考

美しい環境のまちづくり　1-3　生活排水処理・し尿処理

生活排水処理事業

生活環境課 継続

【公共浄化槽整備事業分】
　・元利償還金（基準内）
　・歳入歳出差引分（基準外）

【下水道事整備業分】
　・元利償還金（基準内）
　・歳入歳出差引分（基準外）

下水道整備事業分による増　133千円
浄化槽整備事業分による増　445千円

宮川地域の下水道整備事業（特定環境公共下水道事業）及び下水道事業計画処
理地域を除く地域で実施している公共浄化槽整備事業（特定地域生活排水処理
事業）を運営する特別会計に対する繰出金です。

04－01－03 環境衛生費
決算額 不用額

（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）
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総合計画

事業名

担当課 区分

目的

概要
（当初時点）

補正の概要

予算科目

節名称 当初 補正5号 補正9号 現計

補助金等 4,800 6,000 10,800

合計 4,800 6,000 10,800

節名称 当初 補正5号 補正9号 現計

国庫支出金 500 500

県支出金

町債

特目基金 4,800 5,500 10,300 地場産業

その他

一般財源

合計 4,800 6,000 10,800

財源内訳
決算額 備考

産業振興と交流のまちづくり　2-3　地域資源

第三セクター経営安定化支援事業

産業課 新規

奥伊勢フォレストピアの指定管理者である第三セクターの(株)宮川観光振興公
社の経営状況が厳しいため、経営安定補助金を交付して支援します。
・宮川観光振興公社経営安定補助金 6,000千円

町が出資する第三セクター方式の会社の経営支援を目的とします。

05－03－01 山村振興推進費
決算額 不用額

（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）
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総合計画

事業名

担当課 区分

目的

概要
（当初時点）

補正の概要

予算科目

節名称 当初 補正9号 現計

委託料 5,900 5,900

工事請負費 55,200 10,801 66,001

公有財産購入費 225 225

補助金等 495 495

補償金等 160 160

合計 61,980 10,801 72,781

節名称 当初 補正9号 現計

国庫支出金

県支出金

町債 55,000 10,800 65,800 過疎

特目基金 6,400 6,400 合併振興

その他

一般財源 580 1 581

合計 61,980 10,801 72,781

財源内訳
決算額 備考

産業振興と交流のまちづくり　2-5　観光

キャンプ場整備事業

産業課 新規

・木製遊具撤去（N=11基）
・木製遊具新設（N=1基）
・キャンプ場整備　（A=約1,700㎡）
・炊事場整備駐車場整備（N=18台）
・水道管改修（L=150m)

新型コロナウイルス感染症の感染拡大が落ち着き始め、経済活動が活発となっ
たことにより、資材単価が急激に高騰し工事費用が増加したため、工事請負費
を増額補正します。
キャンプ場炊事場整備工事　　　　　　6,701千円
キャンプサイト管理棟トイレ改修工事　4,100千円

わんぱく広場には現在17基の木製遊具が設置されていますが、その内11基は老
朽化により腐食し使用出来ない状態で利用者が年々減少し、広場が有効に活用
されていない状況です。そのため遊具の撤去・更新と既設遊具を１箇所への集
約を行うとともに、残りのエリアをキャンプサイトとして整備し、有効活用い
たします。

05－03－01 山村振興推進費
決算額 不用額

（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）
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総合計画

事業名

担当課 区分

目的

概要
（当初時点）

補正の概要

予算科目

節名称 当初 補正9号 現計

報酬 1,475 -1,036 439

職員手当等 258 -130 128

共済費 315 -169 146

旅費 358 -256 102

委託料 68,830 68,830

合計 71,236 -1,591 69,645

節名称 当初 補正9号 現計

国庫支出金

県支出金

町債

特目基金 5,456 -1,591 3,865 森林環境譲与税

その他

一般財源 65,780 65,780 森林環境譲与税

合計 71,236 -1,591 69,645

財源内訳
決算額 備考

産業振興と交流のまちづくり　2-2　林業

森林経営管理事業

森林課 継続

森林経営管理意向調査業務
　森林情報の収集、森林所有者への意向調査（アンケート）の実施　300ha
森林経営管理事業
　意向調査を行った箇所の境界明確化の実施　215ha
　間伐による森林整備　65ha

令和３年９月末をもって森林経営管理専門員が退職したことに伴う減額補正を
行います。
【森林経営管理専門員　　　　　　　-1,036千円】
【森林経営管理専門員期末手当　　　　-130千円】
【社会保険料負担金　　　　　　　　　-169千円】
【森林経営管理専門員費用弁償　　　　-256千円】

　平成31年4月に「森林経営管理法」が施行され、「森林経営管理制度」が始
まりました。森林所有者に森林管理の責務を明確にするため、経営や管理が行
われていない森林を対象に、森林所有者の意向を確認し、森林整備を促進しま
す。

05－02－09 森林経営管理事業費
決算額 不用額

（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）
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総合計画

事業名

担当課 区分

目的

概要
（当初時点）

補正の概要

予算科目

節名称 当初 補正9号 現計

委託料 9,654 2,206 11,860

合計 9,654 2,206 11,860

節名称 当初 補正9号 現計

国庫支出金

県支出金 9,017 9,017

町債

特目基金

その他

一般財源 637 2,206 2,843

合計 9,654 2,206 11,860

財源内訳
決算額 備考

安全・安心のまちづくり　5-1　防災

集落周辺等危険木伐採事業

森林課 継続

人家裏等の森林整備事業業務委託
　森林の現地調査、面積調査、間伐、部分皆伐　5.00ha

滝谷・弥起井地区において隣接箇所の追加要望があり現場状況等の精査により
増額補正を行います。
【集落周辺等危険木伐採事業委託料　2,206千円】

　集落周辺や人家裏に位置する森林の公益的機能を高め、災害に強い森林づく
りを行い、地域住民の安全安心の確保を目的に森林整備を行います。

05－02－07 沿道景観林整備事業費
決算額 不用額

（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）
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総合計画

事業名

担当課 区分

目的

概要
（当初時点）

補正の概要

予算科目

節名称 当初 補正2号 補正5号 補正9号 現計

給料 6,252 -4,390 1,862

職員手当等 3,118 -2,282 60 60 956

共済費 2,945 -2,111 26 860

需用費 600 600

委託料 29,500 722 6,100 36,322

工事請負費 46,000 -722 10,300 55,578

合計 88,415 -8,783 60 16,486 96,178

節名称 当初 補正2号 補正5号 補正9号 現計

国庫支出金 46,084 8,523 54,607

県支出金

町債

特目基金 22,800 800 7,800 31,400 合併振興

その他 0

一般財源 19,531 -8,783 -740 163 10,171

合計 88,415 -8,783 60 16,486 96,178

財源内訳
決算額 備考

安全・安心のまちづくり　5-6　道路

橋梁新設改良事業

建設課 継続

・橋梁点検健全度評価業務委託　　　　　　　59橋 点検
　（5年に一度の法定点検業務）
・橋梁長寿命化修繕計画策定業務委託　　　 199橋 修繕計画
・橋梁耐震修繕設計業務委託　　　　　　　　 6橋 詳細設計
・樋口橋他橋梁修繕工事（高奈地内他）　　　10橋 修繕工事

　国庫補助金の補正予算により、事業の進捗を図るため、委託料及び工事請負
費を増額補正します。

　平成28年度に策定した「橋梁長寿命化修繕計画」に基づき、道路施設（橋
梁）の的確な老朽化対策を実施することにより、道路利用者の安全を確保し、
安心して暮らせる生活環境を構築します。
　また、令和3年度で全橋梁の二巡目の点検業務が終了しますので、「橋梁長
寿命化修繕計画」の見直しを行います。

07－02－05 橋梁新設改良費
決算額 不用額

（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）
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総合計画

事業名

担当課 区分

目的

概要
（当初時点）

補正の概要

予算科目

節名称 当初 前回以前 補正9号 現計

給料 2,792 -930 1,862

職員手当等 1,153 -146 1,007

共済費 1,245 -366 879

需用費 160 160

委託料 9,000 -725 8,275

工事請負費 63,500 24,000 87,500

公有財産購入費 7,000 -2,111 4,889

補償金等 3,000 -1,740 1,260

合計 87,850 22,558 -4,576 105,832

節名称 当初 前回以前 補正9号 現計

国庫支出金

県支出金

町債 81,500 24,000 -3,900 101,600 過疎ほか

特目基金

その他

一般財源 6,350 -1,442 -676 4,232

合計 87,850 22,558 -4,576 105,832

財源内訳
決算額 備考

安全・安心のまちづくり　5-6　道路

道路新設改良事業

建設課 継続

・町道熊内旧道線測量設計業務委託　延長  80m　　幅員 5.0m
・町道月ノ浦線道路改良工事　　　　延長 360m　　幅員 6.5～5.0m
　　ブロック積工、Ｌ型擁壁工、排水工、舗装工他
・町道浦谷線道路改良工事　　　　　延長  60m　　幅員 5.0m
　　モルタル吹付工、排水工、舗装工他

　町道月ノ浦線道路改良工事に伴う、委託料等において事業費確定により減額
補正します。

　日進保育園の周辺道路が狭小であり、安全な通行の確保のため、町道月ノ浦
線道路改良工事として、用地購入と立木補償及び本工事を行います。
　令和2年度の継続工事で安全な通行確保のため、町道浦谷線道路改良工事を
行います。

07－02－03 道路新設改良費
決算額 不用額

（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）
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総合計画

事業名

担当課 区分

目的

概要
（当初時点）

補正の概要

予算科目

節名称 当初 補正1号 補正9号 現計

委託料 8,400 -2,900 5,500

合計 8,400 -2,900 5,500

節名称 当初 補正1号 補正9号 現計

国庫支出金

県支出金

町債 4,800 4,800 過疎(ソフト)

特目基金

その他

一般財源 8,400 -7,700 700

合計 8,400 -2,900 5,500

財源内訳
決算額 備考

教育・文化振興のまちづくり　4-1　学校教育

小中学校ICT支援員派遣業務委託事業

教育課 新規

大台町立小中学校ICT支援員派遣業務委託
・学校ＩＣＴ支援員による授業支援や学校でのＩＣＴ活用促進において目的と
される児童生徒の情報活用能力の育成、およびＩＣＴ活用を通じた高い学習効
果のある授業の実現を目指し、委託により各小中学校へ学校ＩＣＴ支援員を派
遣します。

４月～７月までが準備期間となり、その分の委託料が不要になりました。

ＩＣＴ環境を効果的に活用した授業の活性化および充実を図るため、小中学校
へ学校ＩＣＴ支援員を派遣します。

09－01－02 事務局費
決算額 不用額

（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）（単位：千円）

 


